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10
月
１
日
か
ら
、
大

阪
府
の
最
低
賃
金
が
１

時
間
当
た
り
28
円
あ
が

り
、
９
９
２
円
（
今
は

９
６
４
円
）
に
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
に
と
も
な
い
、

高
槻
市
は
、
ア
ル
バ
イ

ト
職
員
の
内
、
最
も
時

給
が
安
い
職
員
の
時

給
を
20
円
引
き
上
げ
、

９
９
５
円
と
す
る
提
案

を
し
て
き
ま
し
た
。（
今

の
時
給
は
９
７
５
円
で

あ
り
、
上
げ
な
い
と
最

低
賃
金
を
下
回
り
、
法

律
違
反
と
な
る
）

　

私
は
、「
上
げ
る
こ

と
は
賛
成
だ
が
、
な
ぜ

28
円
で
な
く
、
20
円
な

の
か
？
現
行
は
最
低
賃

金
を
11
円
上
回
っ
て
い

る
の
に
、
改
定
後
は
３

９月
議会

　

９
月
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
私
は
総
務
消
防
委
員

会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

２
点
に
わ
た
っ
て
、
質
問
し
ま
し
た
の
で
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ア
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円
し
か
上
回
ら
な
い
の

は
理
解
で
き
な
い
。
ま

た
、
ほ
か
の
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
は
現
在
の
時
給

が
最
低
賃
金
を
上
回
っ

　

今
回
の
最
低
賃
金
の

28
円
ア
ッ
プ
は
、
最
近

で
は
珍
し
く
、
大
幅
な

も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
、
生
活
が
苦
し
く

な
っ
て
い
る
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
非
正
規
労
働
者

の
生
活
改
善
に
は
程
遠

い
も
の
で
す
。

　

私
は
「
い
く
ら
最
低

賃
金
よ
り
高
い
と
い
っ

て
も
わ
ず
か
３
円
だ
。

市
役
所
の
窓
口
な
ど
受

付
で
働
い
て
い
る
人
た

ち
は
、
非
正
規
で
も
正

職
員
と
同
じ
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
最
低
賃
金
が
28
円

上
が
っ
た
ら
、
少
な
く

と
も
28
円
あ
げ
る
必
要

が
あ
る
」
と
発
言
し
ま

し
、
合
わ
せ
て
、「
今

回
賃
上
げ
の
対
象
に
な

ら
な
か
っ
た
人
た
ち
も

上
げ
る
よ
う
努
力
し
て

欲
し
い
」
と
要
望
し
ま

し
た
。

　

高
槻
市
は
、
こ
の
間

富
田
地
区
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
６
回
の

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
（
説

明
会
）
を
開
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
わ
ず
か

１
０
９
人
で
し
た
。

私
は
、「
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
が
開
か
れ
る
こ
と

を
知
ら
な
い
人
が
多

い
。
も
っ
と
多
く
の
人

が
参
加
で
き
る
よ
う
工

夫
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
構
想
の
中

で
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

廃
止
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
利
用
者
の
意
見
に

は
ど
う
い
う
も
の
が

あ
っ
た
の
か
」
と
質
問

し
ま
し
た
。

　

市
は
、「
廃
止
さ
れ

る
と
不
便
に
な
る
。
健

診
な
ど
今
ま
で
ど
お
り

実
施
し
て
欲
し
い
と
の

意
見
が
あ
っ
た
」
と
答

え
ま
し
た
。

て
い
る
の
で
上
げ
な
い

と
い
う
の
も
理
解
で
き

な
い
」
と
主
張
し
ま
し

た
。

　

第
４
中
学
、
赤
大
路

小
学
校
、
富
田
小
学
校

を
廃
止
し
て
施
設
一
体

型
小
中
一
貫
校
（
義
務

教
育
学
校
）
を
富
田
小

学
校
用
地
に
つ
く
る
方

針
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
件
に
つ
い
て

保
護
者
や
地
域
の
人
か

ら
多
く
の
疑
問
や
反
対

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、「
通
学
路

だ
け
を
と
っ
て
も
危
険

だ
と
い
う
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
富

田
地
域
の
人
か
ら
も
、

道
路
が
狭
い
上
に
、
車

の
う
回
路
に
も
な
っ
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
な
く
、
住
民
に
も

交
通
事
故
が
心
配
と
の

声
も
上
が
っ
て
い
る
。

関
係
自
治
会
な
ど
す
べ

て
か
ら
意
見
を
聞
く
こ

と
が
必
要
だ
。
市
が
計

画
し
て
い
る
12
月
素
案

決
定
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
実
施
は
少
な
く

と
も
延
期
す
べ
き
だ
」

と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

４中校区小中一貫校計画を基本構想から外すと表明

　濱田市長は9月２２日の本会議冒頭で、「富
田地区まちづくり構想から 4中校区小中一
貫校設置を外す」と表明しました。これは市
として 4中校区小中一貫校は実施しないと
いうことです。この間、保護者の皆さんや地
域の皆さんが、アンケート配布や市や教育委
員会への申し入れなど運動を盛り上げ、課題

が多すぎることが、市長の判断を後押しした
ものと言えます。同時に、市としては今後も小
中一貫校は検討しているとも表明しています。
　私は、「小中一貫校が、子どもの教育や成
長にとっていいものか、本当にいいものか」
などについても研究をしていくことが必要と
考えています。
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気
候
危
機
打
開
と
一
体
に
、

気
候
危
機
打
開
と
一
体
に
、

災
害
に
強
い
社
会
を
つ
く
る

災
害
に
強
い
社
会
を
つ
く
る

　

自
公
政
権
が
長
年
に
わ
た
っ
て
医
師
数
の
抑
制
、
病
床
削
減
、
病
院
の

統
廃
合
を
続
け
、
全
国
の
保
健
所
を
半
減
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
、
コ
ロ
ナ

の
も
と
で
の
医
療
崩
壊
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
公
立
・
公
的

病
院
の
削
減
・
統
廃
合
を
進
め
、
75
歳
以
上
の
医
療
費
２
倍
化
を
強
行
す

る
な
ど
、
無
反
省
で
す
。

日
本
共
産
党
は
「
医
療
・

公
衆
衛
生
再
生
・
強
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
提
唱
し
、

抜
本
的
な
立
て
直
し
を
は

か
り
ま
す
。

　

ま
と
も
な
補
償
を
す
み
や
か
に
行
い
、
コ
ロ
ナ
危
機
の
中
で
必
死
に
頑

張
っ
て
い
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
応
援
す
る
政
治
に
切
り
替
え

ま
す
。

　

米
価
の
大
暴
落
対
策
と
し
て
、
政
府
に
よ
る
コ
メ
の
買
い
入
れ
を
提
案

し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
非
正
規
労
働
者
の
業
務
減
少
が
「
休
業
」
と
認
め
ら
れ
ず
、

助
成
金
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。
労
働
契
約
へ
の
賃
金
の
最
低
保
障
額

や
休
業
手
当
の
支
給
の
明
記
な
ど
の
ル
ー
ル
を
つ
く
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
危
機
で
も
大
企
業
は
内
部
留
保
を
７
兆
円
も
増
や
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
税
制
の
優
遇
に
よ
っ
て
、
実
質
負
担
率
10
％
と
い
う
中
小
企

業
よ
り
は
る
か
に
低
い
税
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
所
得
が
増
え
る
ほ
ど
、

税
負
担
率
が
下
が
る
と
い
う
課
税
の
逆
立
ち
減
少
を
た
だ
し
ま
す
。

　

消
費
税
５
％
へ
の
引
き
下
げ
、
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）
導
入
を

中
止
し
ま
す
。

　

大
学
入
学
金
制
度
の
撤
廃
や
児
童
手
当
を
18
歳
ま
で
支
給
し
ま
す
。

日
本
の
教
育
へ
の
公
的
支
出
は
、
先
進
国
最
低
水
準
で
す
。
高
い
学
費
の

値
下
げ
と
本
格
的
な
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
つ
く
り
、
お
金
の
心
配
な
く

学
べ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

気
候
危
機
が
災
害
の
危
険
を
増
大
さ
せ
、
豪
雨
や

土
砂
災
害
な
ど
災
害
の
頻
度
と
規
模
が
増
大
し
て
い

ま
す
。
気
候
危
機
打
開
と
一
体
に
災
害
に
備
え
、
被

災
者
を
救
済
し
、
安
全
と
安
心
を
保
障
す
る
こ
と
は
、

政
治
の
大
き
な
責
任
で
す
。

　
　
　
　
　
　
―
日
本
共
産
党
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
よ
り
ー
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